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【地域ブランド推進事業（事例2︓宮城県⼭元町）】
東⽇本⼤震災の被災地として、復興計画を早期に進めるために地域ブランド化により、交流⼈⼝拡⼤を⽬指すための
シティプロモーションを実施することになった。地域ブランド化は、創⽣総合戦略計画と整合性を取りながら進める。

宮城県⼭元町（平成２７年度 受託・実施）

事前調査の実施

⼭元ブランド推進計画書の作成
⼭元ブランドネーム・ブランドロゴ・

キャラクターの募集・決定
（推進計画委員会運営）

 資源調査（市内地域資源の整理）
 ⾸都圏住⺠調査、宮城県住⺠調査
 資源調査（市内地域資源の整理）
 ⾸都圏住⺠調査、宮城県住⺠調査

 実施背景・⽬的・ブランドの考え⽅
 ブランドコンセプト・基本⽅針
 ブランド推進実施計画

 実施背景・⽬的・ブランドの考え⽅
 ブランドコンセプト・基本⽅針
 ブランド推進実施計画

 ⼭元ブランドの「キャッチフレーズ」「ロゴ」を公募して、
ブランドコンセプトに合うものを選定

 ⼭元ブランドの「キャッチフレーズ」「ロゴ」を公募して、
ブランドコンセプトに合うものを選定

⼭元ブランド認証事業
（ブランド認証委員会運営）

⼭元ブランドプロモーション活動
（ブランド広報委員会運営）

⼭元町産業振興計画のビジョン

●28年度から認証事業と
プロモーション事業を展開

②認知向上事業
(⼈等を活⽤した認知促進)

住⺠の共創意欲

住⺠の意識向上好循環を
つくりだす

⼭元町の認知向上
（地域知名度）

④若い世代の意識醸成事業

⑥地域⼈材・各種資源を
⽣かした販促・交流事業

地域イメージの向上
⑤⾃然資源活⽤事業

ブランド⼒の向上

交流⼈⼝の増加

商品売り上げの向上

産業の活性化

地域イメージのブランド化地域発商品・サービスのブランド化

⑧販路開拓・マッチング事業
(販路開拓)

③認知向上事業
(広報⼿法検討・試⾏)

①ブランド認証委員会
⑦販促開拓・マッチング事業
(販促イベント・マッチング)

重要プロジェクト
の概要

ブランド推進計画事業事例②


